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　日本精機(株)は、父親が創業。三人娘の末っ子である髙橋さ
んが会社を継ぎました。創業以来70有余年、新車向けではな
く補修のために使用されるエンジンバルブの製造を行っていま
す。エンジンを動かすうえで重要な役割を担う部分で、海外を
走る日本車のメンテナンス用の部品として、70カ国に輸出し
ています。
　日本製の材料を用い、生産工程は一貫して日本で行います。
機械も自社で開発し「何から何まで自前で作るのが我々のノウ
ハウ」と言う髙橋さん。何でも自分で作ることが得意だった先
代社長の文化を受け継ぐ社員により、多品種小ロット生産が可
能となっています。

　大学の時に父親の海外出張に同行しました。ハワイからアメ
リカ、ヨーロッパと回り、アンカレッジ経由で帰国しわが家の
玄関に入った時の、海外を一周してきたのだというあの感覚が
忘れられません。「どこへでも行こうと思ったら行ける、この
時の感覚が自分のすべてを動かしている」
　その後交換留学先のカナダで、将来、会社で上に立つだろう
ことを話した時に女性友だちから言われた言葉「You are the 
Boss！このことを忘れるな」を大切にしてきました。

　女性をどんどん採用し、優秀な人にはリーダーの役割を任せ
て彼女たちとともに社内を上手にコントロールするという体制
を取りました。
　実際に出荷管理や買掛金管理などで実績があがり、今後IT化
によって、女性の職域はさらに広がるはずだと考えています。

　2015年の第18回女性経営者全国交流会in岡山で分科会報

告をした際に、愛知同友会の鈴木世津さんと知り合ったこと
が、現在のWEConnectの活動へとつながっています。
　Piece of Syriaというシリア支援団体には、レギュラーパー
トナーとして登録しています。この団体の「私たちは微力で
あっても、無力ではない」というメッセージは大好きな言葉で
す。海外に目を向けた時、世界は広く、それぞれの国のよさ、
存在意義があると思います。社員にはぜひそういうところにも
目を向けて世界を感じてもらい、ＳＤＧｓの活動の一つとして
関わっていきたいと思っています。

　自動車部品の中でもガソリンエンジンに関連した部品メー
カーの割合は一番高く、この産業がなくなることは経済界に
とっても大打撃です。また逆に、なくなればガソリン車に希少
価値が出ます。ガソリン車は電気自動車に比べてメンテナンス
がしやすく、旧車マニアの方々はご自身で部品交換をして長く
乗られます。
　この先に不安がないわけではありませんが、世界の状況は変
わるでしょうから、エンジンバルブの延長線上で、新しい可能
性を求めシャンパングラスの持ち手やチェスの駒など、異なる
用途の開発も広げていっています。

　同友会で海外ネットワークのようなものをつくり、例えば
ジェトロなども巻き込んでビジネスマッチングなどを企画して
はどうでしょう。
　周りで聞く話からもジャパンブランドは世界で確実に通用す
ると思います。ただしずっとその状態が続くかどうかは別で
す。信用のおけるネットワークを早く構築して、その中でやり
とりができるようにすれば、リスクは軽減し、安心して世界に
目を向けられるようになる企業が増えると思います。
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＊1）WEConnect International：大企業が女性のアイデアを取り入れてイノベーションを起こしていけるよう、女性所有の事業体を国際認定して、サプライヤー
　　　ダイバーシティの活動の妥当性とその推進を国際的に展開している第三者非営利団体。日本支部代表は鈴木世津氏。
　　　https://weconnectinternational.org/
＊2）Piece of Syria：シリア国内の教育支援と、シリアを伝える啓発活動を行う団体。代表は中野貴行氏。https://piece-of-syria.org/

緊急事態宣言下のため、ドローンで撮影された会社案内用動画やプレゼン資料をもとにオンラインでお話を聞きました。


